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出生時および 3 歳時の BMI とその後の肥満リスクとの関連 
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出生 35 週未満の 2 名および双生児として出生した 1 名を除く 750 名を
解析対象者とした。男女別に、出生時と 3 歳時の BMI を各々3 分位にて
群分けし、さらにその組み合わせにより 9 群に分類した。このうち、本
研究では、①出生時 BMI3 分位未満・3 歳時 BMI3 分位以上群、②出生
時 BMI3 分位未満・3 歳時 BMI3 分位未満群、③出生時 BMI3 分位以上・
3 歳時 BMI3 分位未満群、④出生時 BMI3 分位以上・3 歳時 BMI3 分位





時期から BMI の増加傾向が顕著となり、高校 1 年および 3 年時の体脂
肪率が他の全ての群より有意に高値であった。 
【結論】女子において、「小さく生まれて大きく育つ」ことは、思春期に
おける肥満のリスクを高めることが示唆された。 
